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日本総合研究所は、ＩＴ革命を
把握すべく、アンケート調査を
 
 
 
 
 

（１）（１）（１）（１）    日本企業におけるＩＴ日本企業におけるＩＴ日本企業におけるＩＴ日本企業におけるＩＴ
アンケートの設問を利用し

おけるＩＴの経営活用度の平
 

（２）（２）（２）（２）    日本におけるＩＴ導入日本におけるＩＴ導入日本におけるＩＴ導入日本におけるＩＴ導入
① 約三割の企業がＳＦＡ*1、
いる。一方、ＥＲＰ*3などの
ない。 

② ＩＴをトップマネジメント
③ ＩＴとトップマネジメント
④ 自社のＩＴの活用について
⑤ 現業部門のＩＴ活用におい
者がいない（27％）ことで

 
（３）（３）（３）（３）    日本におけるＩＴ導入日本におけるＩＴ導入日本におけるＩＴ導入日本におけるＩＴ導入
① ＩＴには業務改革が常に伴
② トップマネジメントとＩＴ
③ トップマネジメントとＩＴ
伝え、ユーザ部門とＩＴ開

④ ＩＴが誰のためにどんな評
⑤ ＩＴ経営の推進者は、ユー

 
 
 
 

  

アンケート実施期間：1999
アンケート調査方法：イン
アンケート有効回答：ビジ

    
 

 

平成１２年４月１０日 

                   株式会社 日本総合研究所 
                   創 発 戦 略 セ ン タ ー             

日本企業のＩＴ経営意識調査日本企業のＩＴ経営意識調査日本企業のＩＴ経営意識調査日本企業のＩＴ経営意識調査    
 

迎える我が国におけるＩＴの経営活用の現状と、今後のＩＴ活用戦略を
行った。本資料はその報告である。 

【要約】 
の経営活用の経営活用の経営活用の経営活用度平均点は２７．３点（度平均点は２７．３点（度平均点は２７．３点（度平均点は２７．３点（100100100100点満点）点満点）点満点）点満点）    
て、企業におけるＩＴの経営活用度を数値化した。その結果、日本企業に
均点は 27.3 点であった。 

の現状の現状の現状の現状    
ＣＲＭ*2をはじめとする「顧客／営業向けのＩＴ」の導入を実施／予定して
「業務改革を伴うＩＴ」の導入は約一割程度の企業しか導入を検討してい

レベルでうまく活用できている企業は 23％しか存在しない。 
が乖離している第一の理由は、経営企画部門にある(26.6％)。 
、評価に値しないという社員の割合は 42%に及ぶ。 
て一番問題となっているのは、積極的に導入を推進してくれる現場の責任
ある。 

のための５つの提言のための５つの提言のための５つの提言のための５つの提言    
う。組織全体のＩＴ導入におけるコンセプトの共有が重要！ 
部門の密接な関係作りがＩＴ導入成功の秘訣！ 
部門をつなぐ経営企画部門の役割は、トップの意思を具体的に戦術として
発部門の橋渡しをすること！ 
価基準で導入されているのかを明確に！ 
ザのためにＩＴを導入する意識を持つことが重要！ 

（以上 詳細は次ページ以降を参照願います） 

JRI news release

年 11 月 19 日―30 日 
ターネットホームページによる記入方式 
ネスマンを対象とした 293 名 
*1 ＳＦＡ：セールス・フォース・オートメーション(31.7％の企業が重点的に推進) 
*2 ＣＲＭ：カスタマー・リレーションシップ・マネジメント(同 28.1％) 
*3 ＥＲＰ：エンタープライズ・リソース・プランニング(同 11.4％) 
この件のお問い合わせは下記へお願いします。この件のお問い合わせは下記へお願いします。この件のお問い合わせは下記へお願いします。この件のお問い合わせは下記へお願いします。 
    創発戦略センター創発戦略センター創発戦略センター創発戦略センター    所所所所    長／新谷長／新谷長／新谷長／新谷    文夫文夫文夫文夫    Tel:03-3288-4695 Ｅ-Mail:shintani@ird.jri.co.jp 
 創発戦略センター創発戦略センター創発戦略センター創発戦略センター    研究員／桑原研究員／桑原研究員／桑原研究員／桑原    健人健人健人健人    Tel:03-3288-4679 Ｅ-Mail:kuwabara@ird.jri.co.jp 
pan Research Institute, Limited 2000 
                               1 



ALL RIGHTS RESERVED, The Japan Research Institute, Limited 2000 
                                             
2 

１．ＩＴ経営に関心があるのは中間管理職！１．ＩＴ経営に関心があるのは中間管理職！１．ＩＴ経営に関心があるのは中間管理職！１．ＩＴ経営に関心があるのは中間管理職！    
 
 

 
(1)性別 (2)年代別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

(3)職位別 (回答者数%) 
会長 
社長 役員 局長 部長 次長 

課長 
係長 
主任 専門職 一般職 派遣 無回答 

1.5 1.2 0.4 4.5 18.6 28.3 16.7 25.7 3.0 0.1 

 
(4)業種別 (回答者数%) 

水産 
農林 

鉄鋼 
非鉄 
金属 

土木 
建設 

食料 
繊維 
紙 

化学 
薬品 

機械 
電気 

輸送 
機械 

精密 
機械 

その他 
機械 

卸売 
小売 

0.0 1.8 7.7 4.7 7.3 10.9 2.9 2.2 2.9 10.2 

 

銀行 不動産 運輸 
 

通信 
 

電気 
ガス 

サービ
ス 官公庁 その他 無回答 

5.5 1.8 1.8 2.2 3.3 17.9 2.9 13.9 0.1 

    

回答者のプロファイル（性別、年代、職位、業種） 
             （Ｎ＝293）

男
81%

女
19%

20代
29.6%

30代
44.9%

50代
4.9%

60代以
上
0.3%

10代
0.7%

無回答
0.1%

40代
19.5%
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２．ＩＴ経営評価２．ＩＴ経営評価２．ＩＴ経営評価２．ＩＴ経営評価    40404040点以下が８０％超点以下が８０％超点以下が８０％超点以下が８０％超 
 
 
 
 

【回答の結果】 
 アンケートを基に、企業のＩＴ活用度を得点化した数値がＩＴ経営活用度である。平均
27.3点、最高点 91点という結果となった。 

 全体を見ると 20点以下の企業が 43.4％に達する。ついで、得点順に、21から 40点の
グループが 31.0%となっている。40 点以下の企業だけで七割を超える結果となった。高得
点の企業には、大企業だけでなく多くの中小企業が含まれる。産業別に見ると、製造業の平
均が 30.1点、非製造業の平均が 25.4点と製造業での活用が進んでいる。高得点を取った企
業の自由解答欄には、「事業変革とＩＴを共に実現したのがＩＴ経営成功の秘訣！」、「課題
はあるが、常に明らかにしていることが必要」、「現場とシステム部門とのコラボレーション
が重要」、「トップダウンのＩＴ経営が必要」、「経営戦略とＩＴ戦略とが一致していること」
などがあげられた。 
 
 

 

あなたの会社のＩＴ経営活用度は？（100 点満点）      
       （Ｎ＝293） 

43.4

37.0

12.3

5.1

2.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

0から20点 21から40点 41から60点 61から80点 81から100点

％
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３．顧客対応のためのＩＴ導入には積極的３．顧客対応のためのＩＴ導入には積極的３．顧客対応のためのＩＴ導入には積極的３．顧客対応のためのＩＴ導入には積極的    
 
 

 
ＩＴを活用した経営手法の導入トップ１０ 

【回答の結果】 
ＳＦＡなどの顧客向けのＩＴ活用を最優先に推進する企業は多い。一方、業務革新を代表

するＥＲＰ等の立ち遅れが目立つ結果となった。 
ＳＦＡ（31.7%）,ＣＲＭ（28.1%）といった「顧客／営業向けのＩＴ導入」が上位を占め
る。ついで、ＳＣＭ（22.3%）、ＥＣＲ（13.7%）、ＭＲＰ(12.4%)などの「調達関連のＩＴ導
入」が続く。また、業務改革ツールとして導入が期待されているＥＲＰはわずか 11.4％の
導入に留まっている。  

 
【結果の分析】 
 日本企業におけるＩＴの経営活用は「顧客／営業向けのＩＴ」から始まっており、業務改
革を伴うＥＲＰなどの本格導入はこれからである。この背景として、日本企業の場合、ＩＴ
導入と同時に行われるべき、業務改革が導入の妨げとなっていることが推察される。ＥＲＰ
などの導入を進めるために業務改革が同時に必要であり、組織全体でＩＴを導入するコンセ
プトの共有が日本企業にとって不可欠となるだろう。 

問 あなたの会社で、いま重点的に推進しているＩＴを活用した経営手法にはどのよう
なものがありますか？               （Ｎ＝293、複数回答）

5.4

5.7

6.3

11.4

12.4

13.7

18.7

22.3

28.1

31.7

0 5 10 15 20 25 30 35

ＥＡＩ

ＮＣ

ＣＡＥ

ＥＲＰ

ＭＲＰ

ＥＣＲ

ＫＭ

ＳＣＭ

ＣＲＭ

ＳＦＡ

%

*1 SCM:サプライ・チェーン・マネジメント、*2 ECR:エフィシエント・カスタマー・レスポンス、 *3 MRP:マテ
リアル・リソース・プランニング、*4 CAE:コンピュータ・エイディッド・エンジニアリング、*5 NC:ネットワー
ク・コミュニティ、*6 EAI:エンタープライズ・アプリケーション・インテグレーション 
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ボトムアップ型
 ITはトップマネジメント
　の重要課題の一つで、
IT部門は経営戦略の意
思決定に参画して業務
を進めている。

10%トップダウン型
 ITはトップマネジメント
　に意思決定されており、
　IT部門はトップダウンで
業務を推進している。

13%

電子文房具型
ITとトップマネジメン
トとは全くの別物で
あり、IT部門はユー
ザのサポートが主た
る業務である。

34%

ＩＴ部門独走型
IT戦略はトップマネジメント
の意思決定であるが、実質的
にはIT部門が独自の戦略で
業務を進めている。

21%

現場対応忙殺型
ITはトップマネジメント
で意思決定されているが、
IT部門は現場の対応に
追われて戦略業務が推進

できない

22%

４．乖離が激しいＩＴと経営トップ４．乖離が激しいＩＴと経営トップ４．乖離が激しいＩＴと経営トップ４．乖離が激しいＩＴと経営トップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【回答の結果】 
トップマネジメントに対してＩＴを活用している企業は約二割に留まり、残りの約八割の
企業はトップマネジメントとＩＴとが乖離してしまっている結果となった。 

ITを文書作成程度に活用する「電子文房具型」の活用が 34％と最も大きい。ついで、「現
場対応忙殺型」が 22%、「IT部門独走型」が 21％と続く。いずれもトップマネジメントと
ITとが乖離した活用となってしまっている。トップマネジメントレベルで、ITがうまく活
用されているとするトップダウン型（13%）、ボトムアップ型（10%）の活用は合わせて二
割強としかない。 

 
【結果の分析】 
 ＩＴをトップマネジメントレベルでうまく活用できている企業が約二割、後の八割の企業
は活用しきれていない。この背景には、トップマネジメントとＩＴ部門とが乖離しているた
めと推察される。我が国におけるＩＴ部門は、(1)他よりもポジションが低い、(2)技術的な
チェックができずに独走してしまっている、(3)現場のヘルプデスク的な役割というイメー
ジが先行していた。ＩＴが経営戦略上見直しを図られている今、トップマネジメントとＩＴ
部門の密接な関係作りが急務となっている。 

問 あなたの会社のトップマネジメントにＩＴ活用はどのように反映されています
か？                      （Ｎ＝293）



ALL RIGHTS RESERVED, The Japan Research Institute, Limited 2000 
                                             
6 

５．経営企画をよ５．経営企画をよ５．経営企画をよ５．経営企画をよく理解するＣＩＯが必要く理解するＣＩＯが必要く理解するＣＩＯが必要く理解するＣＩＯが必要 
 
 
 

【回答の結果】 
ITとトップマネジメントが乖離している理由は、「経営企画部門・経営陣が ITに対して

主体的に理解を持ってトップマネジメントに組み込んでいないため」という結果となった。 
 「経営企画部門が ITをわかっていないため」を選択した人が 26.6%、ついで「IT部門を
軽視しているため」が全体の 21.6%と続く。また、「ITプロジェクトに対して経営陣が主体
的に取り組んでいないため」が 17.4％、「そもそも IT と会社経営計画にはまったく関連性
がないため」が 17.1%となっている。また、その他の理由には、「現場とのコミュニケーシ
ョンができていない」、「情報機器の導入は進むが、業務改革が進んでいない」、「IT 導入基
準が問題」等が指摘された。 
 
【結果の分析】 
 IT とトップマネジメントが乖離している理由が経営企画部門にあるのは、次の２つの背
景があるものと推察される。第一に、トップの意思を具体的に伝え、戦術として実現しえて
ないため、第二にユーザ部門と IT開発部門との橋渡し役としての機能を果たしていないた
めである。逆にいえば、経営企画部門が果たすべき役割はこの２つであり、同部門には IT
導入の鍵となる機関としての活躍が期待される。 

問 前問の理由は何ですか？                     
       （Ｎ＝293、複数回答）

12.3

14.4

12.6

17.1

4.5

17.4

26.6

21.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

その他

ITと経営企画部門が
協調して経営戦略を
立案しているため

誰のためのIT戦略か
明確になっていないため

そもそもITと
全社経営計画には

まったく関連性がないため

IT部門の責任者が
うまくマネジメントの
言葉で話せないため

ITプロジェクトに対して
経営陣が主体的に取り組
んでいないため

経営企画部門がITを
わかっていないため

IT部門を軽視しているため

％
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６．「ＩＴを他社よりうまく使っている」は僅か１１％６．「ＩＴを他社よりうまく使っている」は僅か１１％６．「ＩＴを他社よりうまく使っている」は僅か１１％６．「ＩＴを他社よりうまく使っている」は僅か１１％ 
 
 

【回答の結果】 
自社のＩＴ活用度について、具体的に項目を挙げて評価できる社員と、全く評価できない

社員がそれぞれ四割づつ、二分される結果となった。 
「他社と比較したことがないのでわからない」とする人が 42％に達した。ついで、「他社
と比べて劣っているポイントを最初に思いつく」（28％）、一方「他社と比べて優れている
ポイントが次々と言える」(11％)と評価できる人も合わせて約四割(39％)という結果となっ
た。 
 
【結果の分析】 
約四割の人が「他社と比較したことがないのでわからない」を選択している。この背景と
して、「情報システムの導入をしても、ＩＴ経営の実現にはつながっていない」企業がいか
に多いかが推察される。ＳＣＭ・ＣＲＭ等で情報システムの導入はしても、ＩＴの経営活用
にはつながっていない。適切なベンチマークや導入理由の説明がされないまま、情報システ
ムだけが先んじて導入されているためと考えられる。 
ＩＴ経営の実現には、「ＩＴが誰のためにどんな評価基準で導入されているのか」を明確に
する必要がある。 

問 あなたは、あなたの会社のＩＴ活用度を同業他社と比較して、どのように評価して
いますか？        （Ｎ＝293） 

他社と比べて
優れている
ポイントが
次々と言える

11%

他社と比べて
劣っている
ポイントを

最初に思いつく
28%

他社とあまり
変わらないよう
に思う
19%

他社と比較
したことがない
のでわからない

42%
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７．責任者不在７．責任者不在７．責任者不在７．責任者不在    社内業務へのＩＴ導入社内業務へのＩＴ導入社内業務へのＩＴ導入社内業務へのＩＴ導入 
 
 

【回答の結果】 
実際にＩＴを活用する現業部門が求めているのは、積極的に導入を推進してくれる現場の
責任者や、現場のビジネスプロセスとの整合性にあるという結果となった。 

 現業部門における自社のＩＴ活用に対する評価で最も多かったものは、「積極的に導入
を推進してくれる現場の責任者がいない」で 27％であった。ついで、「現実のシステムとか
け離れたシステムであり、使いにくい」、「標準化文書・プロセスが出来てないため、使いに
くい」とする意見が共に 13％で並ぶ。 
実際に現業部門で利用するユーザに限ってみてみると、「現場のビジネスとかけ離れたシ
ステムであり、使いにくい」とする回答が上記の 13%を上回る数値となっている。（14.5%） 
 
【結果の分析】 
 ＩＴを現場に導入する際に重要となるのは、「現実のビジネスとかけ離れた」というユーザ
の心理を払拭することが必要である。ユーザが現在の慣れたしくみを変えたくないという気
持ちがあることを理解したとしても、ＩＴ導入には業務改革が必要不可欠である。ＩＴ経営
の推進者にとって、現場で実際に活用するユーザに導入効果や意義を説明し、ユーザのため
にＩＴ導入するという意識変革が急務であると判断される。      

以上 
 
 
 
 
 
 
 

問 あなたの会社の現業部門における自社のＩＴ活用に対する評価はどのようなもの
ですか？         （Ｎ＝293） 

PCソフトの操作が
できないため、誰
も実際に活用して

いない。
8% 積極的に導入を推

進してくれる現場
の責任者がいない

27%

非常に便利であ
り、積極的に活用

している
18%

評価はわからない
21%

現実のビジネスと
かけ離れたシステ
ムであり、使いに

くい
13%

標準化文書・プロ
セスが出来ていな
いため使いにくい

13%


